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１．はじめに 
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サーモカメラを接続した端末で窓を撮影。リフォーム前後のサーモ画像

のシミュレーションをその場でお見せすることで、窓リフォーム

の効果を“直観的に”お伝えする営業ツールです。 

施主宅にて 
スマホまたはタブレットで窓を撮影 

STEP１ STEP２ 

その場で窓の断熱効果をシミュレーション 
パソコンまたはタブレットでご提案 

BEFORE AFTER 

現状の窓の 
サーモ画像 

リフォーム後の 
窓のサーモ画像 

※撮影にはFLIR社のサーモカメラ接続が必要 

１. マドサーモとは 

１. はじめに 
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■ＰＣ（WEBブラウザ） 
   ・Firefox 最新版 (62.0) 
   ・Google Chrome 最新版 (70.0) 
   ・Safari 最新版 (11.1) 
   ・Microsoft Edge 最新版 (17.x) 
   ・Internet Explorer 11 (11.x) 

      ※（ ）は2018年9月リリース時の動作確認済みバージョン 

２. マドサーモ 推奨環境 

 ■スマートフォン・タブレット 
     iOS12.0以降 

  

これら「推奨環境」、「動作確認済環境」記載のOS、ブラ
ウザは当社で動作確認済ですが、すべての環境・条件での
動作を保証するものではないため、ご注意ください。 
当内容は、予告なく変更させていただく場合があります。 

3. ご利用に際して 

「マドサーモ」は、「窓をリフォームしたらこれぐらいの変化がある」というイメージを
お伝えする簡易シミュレーションです。お客様には絶対的な数値を保証するものであるよ
うな誤解を与えないよう、ご説明の際はご留意ください。 

「マドサーモ」は、冬場の窓シミュレーションを前提にしたツールです。また、撮影には
一定の条件が必要になります（P９～）参照 

パソコン（Ｗｅｂブラウザ）、iPhone、iPadの３つの機器でご利用いただけます。 
シミュレーション操作とご提案はパソコンかiPadのご利用がお薦めですので、画像撮影
はiPhone/iPadを、お施主様へのご提案はパソコン/iPadと、機器を使い分けていただ
くことを推奨させていただきます。 

１. はじめに 
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FLIR One Pro 

FLIR One 

※ Androidは未対応です。  

4. 画像の撮影に必要なもの 

① サーモカメラ 
「FLIR ONE pro」 

または 
「FLIR ONE」 

② 端末 

iPhone / iPad 

③ iosアプリ 
  ダウンロード 

ダウンロード方法は次ページ参照  

※ 上記以外の機種の撮影画像データもPC
にてシミュレーション可能です。 

  【動作検証済み機種：C2、E8、T640】 
 
※ FLIR社以外は未対応です。  

１. はじめに 
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5. パソコン（Webブラウザ）からの 
  ログイン 

１. はじめに 

6. iosアプリのインストール 

① Ａ-ＰＬＵＧにログイン 

②【サポートツール】 
  のマドサーモ 
    ページのボタンを 
    クリック 

③ マドサーモのページで「ログイン」ボタン 
   クリック、A-PLUGのユーザーID、 
   パスワードでログイン 

A-PLUGのID 
（メールアドレス）
とパスワードを入力 

「承認が必要」の表
示が出たら「承認」
をクリック※初回のみ 

④ マドサーモトップ画面へ 

① iPhoneのApple Storeにて、 
 「マドサーモ」を検索 

③ ホーム画面に追加した 
  アプリのアイコンが表示 

②「マドサーモ」のアプリを 
 インストール 
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2．サーモ画像の撮影条件等 
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１. 画像の撮影条件 

１ 

室内温度、外気温度の条件が適切であることを確認。 

□ 「室温＞表面温度＞外気温度」となっていることが必須条件です。 
□ 室温が15℃以上の時で、撮影時の外気温は5℃以下を推奨します 
  （室温が高い環境で外気温度との差が10度以上ある環境であること、

それ以下の場合は窓の性能計算の精度が落ちてしまいます） 

２ 

窓に直射日光が当たらないことを確認。 

□ 日光が当たらなくなってから1時間以上経過していること 

 （撮影時の窓の表面温度に影響が出ないようにするため） 

３ 

撮影の1時間以上前に暖房を開始（室内温度15℃以上推奨のため） 

□ 同時にシャッター、雨戸、カーテン、ロールスクリーン、ブラインド
等付属部材を開放しておく 

□ サーキュレーターを使用している場合は、直接窓に風があたらないよ
うにする 

□ 床暖房など放射型の暖房器具を使用している場合や、暖房器具の温風
が撮影対象の窓に直接あたる場合は推定誤差が大きくなる 

  
※ 暖房の開始とシャッター、雨戸、カーテン等の開放は事前にお客様に依頼をしておくとよい 

2．サーモ画像の撮影条件等 
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１. 画像の撮影条件 

４ 

撮影前に、温湿度計等で室温（必須）と、屋外温度（推奨）を測定 

□ 外気温：アメダスデータより自動取得される設定になっているが、より
正確なシミュレーションのためには都度測定した値を使用することを推奨
（→撮影時、画像名称と室温を入力の際、外気温も実際の温度に入力しな
おすこと） 

□ 温湿度計は設置後１５分程度待つ 

５ 

端末のGPS機能をONにしておく 

□ 近隣の気象観測所から屋外風速、風向きをするため取得するため 

６ 

対象の窓の横幅長さに応じた最低撮影距離を設ける 

※ 詳細次ページ参照 

例 窓幅が1.0ｍの場合 FLIR One PRO：約1.3ｍ 
FLIR One：約1.5ｍ 

窓幅が1.5ｍの場合 FLIR One PRO：約1.9ｍ 
FLIR One：約2.2ｍ 

2．サーモ画像の撮影条件等 

★ 
サーモグラフィカメラの特性として起動直後は温度値が安定しないものであるため、温
度値が不安定な場合は起動後、3分程度は通電したままの状態にしておくのが望ましい 
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※ 前頁「撮影条件６」：窓の大きさに応じた最低撮影距離について 
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窓の大きさに応じた最低撮影距離とは 
FLIR Oneの必要撮影距離 

FLIR One Proの必要撮影距離 

2．サーモ画像の撮影条件等 
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３．サーモ画像の撮影 
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１. アプリでの撮影の実行手順 

カメラの電源を入れ、端末に
接続し、アプリのアイコンを
タップ 

① 
アプリにログイン、メニュー
から撮影アイコン （カメラ
ボタン）をタップ 

② 
［撮影場所情報入力画面］
で【選択】をタップ 

③ 

３．サーモ画像の撮影 

※ 注：カメラ装着前に電源を入れる 
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１. アプリでの撮影の実行手順 

［撮影場所一覧］に新規作
成と既存のリストが表示さ
れる。いずれかを選択。 

④ 
・【新規作成】は物件名称を 
 入力 
・位置情報マークをタップで 
 アメダスデータが自動反映。 
・ 【保存】をタップ 

⑤ 
撮影画面左下【設定アイコン】
をタップ 

⑥ 

入力 

位置情報から 
最寄りの 

気象データを 
自動取得 

最後に保存 

※既存場所を選択した際はそのまま保存する 

３．サーモ画像の撮影 
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１. アプリでの撮影の実行手順 

【画像名称】と【室温】を
入力、【閉じる】タップ。 

⑦ 

入力 

入力後閉じる 

入力 

※画像名称例→１階リビング、リビング南面  

測定した場合
のみ入力 

撮影対象の設定 

⑧ 

極力、自身が映りこまない
位置から撮影 

□ 理由：人体や熱源(暖房機等)が、ガラスに
映りこむと反射物による赤外線の影響を受
けてしまい、映りこんだ箇所のガラス表面
温度に測定誤差が生じてしまうため 

 
□ 正面からの撮影が望ましいが、映り込みを

排除する場合、若干斜めから撮影するなど
工夫をする 

右下の【tuning】を２､３回
タップ 

⑨ 

□ 理由：撮影対象物との距離を認識し、画
像調整することで、表面温度の測定誤差を
少なくするため 

□ 慌てずゆっくり２、３回タップし、タッ
プ後は、２、３秒待って、画面に表示され
る温度が安定するのを確認 

重 要！ 

３．サーモ画像の撮影 

※ 外気温は位置情報より自動でアメ
ダスデータが入力されている（別途
測定の場合は入力のこと） 

※tuningボタンを押さないと正確な温度が測定で
きないため、必ず実施して下さい。 

※サーモグラフィカメラの特性として起動直後は温
度値が安定しないものであるため、温度値が不安
定な場合は起動後、3分程度は通電したままの状
態にしておくのが望ましいです。 
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１. アプリでの撮影の実行手順 

撮影ボタンをタップして 
撮影する。 

⑩ 
メニューから【ブラウザ】
アイコンをタップ。 
 

⑪ 

撮影画像が登録
されている。 
（ＰＣでも同じ画像

が確認できます） 

画像管理画面
が表示 

３．サーモ画像の撮影 

画像情報とともに撮影した
画像が登録される。 

サーモカメラの電池残確認 

参考 

サーモカメラの電池
残が確認できます。 
施主宅訪問前に都
度確認ください 
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４．操作手順・機能解説 

【Ｗｅｂブラウザ】 
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アプリで撮影した画像がWebブラウに自
動で登録されています。 

条件入力から物件検索ができ
ます。 

① 対象画像の【シミュレーショ

ン】ボタンをクリック 

１、画像管理画面 

１ 

４ 

１ 

あらかじめサンプル物件を１物件登録し
てあります。操作手順の確認など、ご自
由に操作していただくことが可能です。 

２ 

クリックした画像が拡大表示
されます。 

２ 

３ 

【ログアウト】 ログアウト
で（トップ画面に戻ります）
各画面に表示されています 

３ 

【マニュアル】  マニュアル
が別画面で開きます。 
各画面に表示されています。 

４ 

１ 

４．操作手順・機能解説 【ウェブブラウザ】 

ログイン後、「画像管理画面」へ。 
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２、シミュレーション画面 [画像選択ポップアップ］ 

１ 

①シミュレーションを行
う画像を選択 

２ 

②【シミュレーション】
ボタンをクリック 

一度シミュレーションされた
画像にはチェックマークが付
きます。 

１ 
１ 

選択すると背景がオレンジ色に
なります。 

４．操作手順・機能解説 【ウェブブラウザ】 

画像選択のポップアップが表示。 
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サンプル 

３、シミュレーション画面 [撮影時条件入力] 

①【窓の向き】をプルダウ

ンから選択 

１ 

その他の項目はデフォルト値が
反映されており、変更は任意 
 
※撮影情報はアプリで撮影の際、位置
情報（GPS機能）をオンにしておくこ
とで自動で情報が取得される設定 

２ 

②【シミュレーション】
ボタンをクリック 

３．サーモ画像の撮影 

撮影時条件のポップアップが表示。 
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サンプル 

４、シミュレーション画面 [窓とガラスの範囲設定] 

①窓種の選択： 
【引違い窓】・【プロジェクト
窓】のどちらかを選択 

選択する窓タイプに応じて１枚窓
もしくは２枚窓になります 

②窓とガラスの範囲設定
で、画像の中にある窓の位置をマ
ウスでクリック、ドラッグ＆ド
ロップすることで指定 

【窓削除】クリックで指定を解除
でき、再度操作が可能です。 
 
斜めから撮影した場合、頂点をド
ラッグすることで、形状を調整、
変更できます（詳細P２5参照） 

③【シミュレーション】
ボタンをクリック 

１ 

３ 

２ 

３．サーモ画像の撮影 

窓とガラスの範囲を設定するポップアップが表示。 
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サンプル ５、シミュレーション画面 

１ 

２ 

①窓サイズの入力：  
Ｗ（幅）×Ｈ（高）をmm単位で
入力 

おおよそのサイズで可 

②窓種類の選択： 
リフォームする窓の種類をプルダ
ウンから選択 

ここで窓種類選択後、画面右側
のafterにリフォーム後の画像イ
メージが表示されます。 

【窓の詳細】をクリックで、リ
フォームする窓の詳細情報が
ポップアップで表示されます。 

１ 

１ 

３．サーモ画像の撮影 

シミュレーション画面にて左側に現状の窓（before画像）が表示 



BEFORE AFTER 

現状の窓のサーモ画像 リフォーム後の窓のサーモ画像 

１ ２ ３ 
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平均表面温度 

11.3℃ 19.2℃ 

結露面積率 

6％ 1％未満 

窓から逃げる熱量 

96W 17W 

６、シミュレーション画面解説① 

右側に【after】画像が、その下に、「平均表面温度」、「結露面積率」、「窓から逃げる熱量」の前後が表示 

１ 

２ 

３ 

４．操作手順・機能解説 【ウェブブラウザ】 
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結露部分の表示 

「結露部分の表示」にチェックをつけると 

結露発生の
BEFORE/AFTERが表示
（青い部分が結露） 

温度・湿度条件を変更してシミュレーション 

バーのボタンを左右にスクロールして 
「外気温度」、「室内温度」、「湿度」を変更 

外気温度：2℃ 外気温度：－2℃ 

【外気温度について】※ＮＥＤＯの気象データを利用 

下記をデフォルト値として設定 

 最低→該当エリアの1月の最低平均気温を下限 

 最高→該当エリアの１月の最高平均気温を上限 

６、シミュレーション画面解説② 

４ 

４ 

５ 

５ 

４．操作手順・機能解説 【ウェブブラウザ】 
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７、シミュレーション後の設定の変更等について 

画面右上の温度レンジ         は変更可能 
（初期設定は：5.0℃～30.0℃） 

温度レンジ設定の変更 

①【before】画面右上
の設定ボタンクリック
⇒【撮影条件変更】ク
リック 

②［撮影時条件入力］画面が
ポップアップされるので、そ
れぞれ「上限」、「下限」を
入力 

窓とガラスの範囲設定の調整 

窓を斜めから撮影した場合などは、範囲設定の形状
を微調整可能 

①【before】画面
右上の設定ボタンク
リック⇒【窓とガラ
スの範囲設定】ク
リック 

②設定済みの窓範囲の頂点にカーソルを当てると「＋」
表示になるので、その「＋」を上下左右にドラッグして
実際の窓のサイズに計上を調整する 

＜失敗例＞ 

温度レンジを変更した場合の 
サーモ画像の違い 

４．操作手順・機能解説 【ウェブブラウザ】 
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８、アプリ以外で撮影したサーモ画像の取り込み方法 

① トップページより【新しく画像グループ
を作成する】をクリック 

FLIR one/Pro以外のFLIR社サーモ画像（対象機種：P6参照）もWebブラウザにてシミュレーション可能 

② 【名称】・【都道府県】・【拠点情報】 
  を入力、【新規作成】をクリック 

③        マーククリックで画像を追加 ④【ファイルを選択】クリックでPCに保存
しているデータを選択して呼び出す 

画像選択後、【名称】を入力、【外気
温】は「アメダステータに戻す※」を
クリック、【撮影時室内温度】を入力
して【追加】をクリック。 

※「アメダステータに戻す」：
撮影時の外勤をアメダス観測
データから自動で取り込む。正
確な情報がわかればその数値を
入力のこと 

４．操作手順・機能解説 【ウェブブラウザ】 



Google Chromeの場合 
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９、シミュレーション結果の印刷方法 

シミュレーション結果を印刷する場合は、各ブラウザの印刷機能を利用 

①右上の   ボタンをクリック、「印刷」を指定。   

②レイアウトは「横」を選択の上、印刷へ 

Internet Explorerの場合 

①右上の   ボタンをクリック、「印刷」を指定。   

②レイアウトは「横」を選択の上、印刷へ 

４．操作手順・機能解説 【ウェブブラウザ】 
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１０、画像グループの編集画面 

保存している【名称】フォルダの画像グループごとに編集が可能 

①名称毎のBOXの右上の編集ボタ

ンをクリック 

１ 

【温度レンジ】を変更 １ 

１ 

画像の順番の並び替え ２ 

画像の追加（+）と削除（－） ３ 

撮影情報を変更 ４ 

４ 

５ 

備考欄（例：撮影部屋等入力） ５ 

２ 

②編集情報を保存 

６ 

画像グループごと削除する場
合クリック 

６ 

４．操作手順・機能解説 【ウェブブラウザ】 

２ ３ 
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５．操作手順・機能解説 

【アプリ】 

シミュレーション操作とご提案はパソコンかiPadのご利用
がお薦めですので、画像撮影はiPhone/iPadを、お施主様
へのご提案はパソコン/iPadと、機器を使い分けていただく
ことを推奨させていただきます。 
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１. アプリでのシミュレーション手順 

アプリのブラウザのアプ
リのアイコンをタップ 

① 
対象画像の【シミュレーショ
ン】ボタンをクリック 

② 
シミュレーションする画像
を選択、【シミュレーショ
ン】ボタンをクリック 

③ 

※一度シミュレーションされた画
像にはチェックマークが付きます。 

その他詳細は「４．操作手順・機能解説（Webブラウザ）」をご確認ください 

5．操作手順・機能解説 【アプリ】 
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１. アプリでのシミュレーション手順 

【窓の向き】をプルダウン
から選択し、【シミュレー
ション】ボタンをクリック 

④ 
窓種の選択し、窓とガラスの
範囲設定をして【シミュレー
ション】ボタンをクリック 

⑤ 
窓サイズを入力し、リフォー
ムする窓の種類をプルダウン
から選択する 

⑥ 

※その他の項目はデフォルト値が反
映されているため、変更は任意。 

※窓種の選択は指で範囲をドラッグし
て指定（正確な操作と指定が難しい
ため、極力PCでの操作を推奨） 

 
※【窓削除】クリックで指定を解除で

き、再度操作が可能 

※窓サイズ（Ｗ（幅）×Ｈ（高）
mm単位）はおおよそで可 

 
※窓種類を選択後、画面下のafter

にリフォーム後の画像イメージ
が表示 

その他詳細は「４．操作手順・機能解説（Webブラウザ）」をご確認ください 

5．操作手順・機能解説 【アプリ】 



32 

６．ソフト全体の構成 
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WEBブラウザ トップ ログイン 

A-PLUGのログイン画面へ遷移 
A-PLUGのアカウントでログインする 
※ログイン済みの場合は 
   直接画像管理画面へ遷移する 

画像管理 

シミュレーションする物件情報の 
管理・検索を行う 
サンプル物件をあらかじめ登録済み 

シミュレーション 

撮影画像でシミュレーションを行う 

シミュレーション画像選ポップアップ 画像グループ編集 

画像グループ情報の登録や編集を行う 

撮影時条件入力ポップアップ 

窓条件入力ポップアップ 

温度レンジ変更ポップアップ 

画像追加ポップアップ 

撮影情報変更ポップアップ 

１、基本構成（Ｗｅｂブラウザ） 

６．ソフト全体の構成 
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インストール用ログイン インストール 

ログイン メニュー 

撮影場所情報入力 

撮影場所情報の選択、入力 

撮影 

撮影情報を選択、入力、撮影 

撮影へ 

ブラウザへ 

画像管理 シミュレーション 

画像グループ編集 

２、基本構成（ｉｏｓアプリ） 

６．ソフト全体の構成 
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その他ツールについて 

現場で毎回使用できる「チェックリスト」、皆様からのご質問を集めた「FAQ集」も用意
しておりますので、ご活用下さい 

チェックリスト 

A－PLUGの【サポートツール】の【マドサーモ】のページ
よりダウンロード可能 

FAQ集 


